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(4) 原子炉設計によく用いられている核断面積表ENDF/ B-III の共鳴パラメータを用いた衝突確率法
による U02 ドップラ係数計算値は高エネルギー領域で実験値よりやや小さい値を示している。
以上のように本論文は鉛スペクトロメータおよびU02 ドップラ係数について多くの新しい知見を得
ておりその成果は原子力工学の分野に貢献する所が大きしh よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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